
（様式１）

＜県の評価等＞

１　指定管理者の概要等

２ 施設設置者としての県の評価

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ａ

指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（令和５年度分）

施設の名称及び所在

指定管理者の名称等

県土整備部

１　管理業務の実
　　施状況

指定の期間

３　成果目標及び
　　その実績

　利用者満足度は９５．６％であり、目標達成となった。

　※　成果目標は、令和４年度評価までの「公園利用者数」に替えて、令和５年度評
　　価からは「公園利用者満足度」に変更しています。

　植物管理や公園施設の管理を適切に行った。
　また、地元ボランティア団体（愛護会）と協力して花壇整備を定期的
に行うなど、特色ある管理を行った。

　公園ホームページや亀山市広報、観光情報誌などを活用した情報発信
を行うとともに、ハイウェイオアシス館との連携イベントなどを開催
し、公園の利用促進に努めた。

評価の項目

指定管理者が行う管理
業務の内容

県営都市公園　亀山サンシャインパーク（亀山市布気町地内）

２　施設の利用状
　　況

コメント

施設所管部名：

※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

サンシャインパークＧＭ
　代表企業　亀山サンシャインパーク株式会社　代表取締役　北川亨
　（亀山市布気町８０１番地１）

令和５年４月１日　～　令和１０年３月３１日

・公園の維持修繕及び巡視点検に関する業務
・公園の利用者への案内に関する業務
・条例に基づく公園の利用時間の変更、公園内の行為の制限、利用の禁止又は制限
・公園の利用の促進
・その他の業務

指定管理者
の自己評価

県の評価

　「＋」（プラス）　　→　指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。
　「－」（マイナス）　→　指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。
　「－」（空白）　　　→　指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。

　※「評価の項目」の県の評価
：

総括的な評価

＜指定管理者の評価に対する県の評価＞
・「１　管理業務の実施状況」
　業務仕様書に基づき適切に行っており、指定管理者の自己評価と同じ評価とした。

・「２　施設の利用状況」
　高速道路に隣接した立地を活かした連携イベントの開催に加えて、新たに通年のウォーキン
グイベントを開催することで、幅広い利用者層に向けて公園の利用促進に努めた。また、Ｗｅ
ｂ及び観光情報誌、亀山市広報を活用した情報発信等を行って集客に努めたことから、指定管
理者の自己評価と同じ評価とした。

・「３　成果目標及びその実績」
　成果目標とする公園利用者満足度が９５．６％であり、目標達成となった。適切に施設の維
持・管理を行いつつ、利用促進に努めた結果といえることから、県としても指定管理者の自己
評価と同じ評価とした。

＜今後の課題又は指定管理者への期待＞
　引き続き、利用者の安全確保に向けた施設の適切な維持管理の徹底とともに、高速道路と公
園とが一体となったハイウェイオアシスとしての立地を最大限に活用しつつ、ボランティア活
動による緑化の実施など地域とのつながりがあることを活かすことで、高速道路利用者から
も、地域住民からも愛される公園をめざした管理運営を期待する。



 

１　管理業務の実施状況及び利用状況

○　バーベキュー道具の販売・レンタルの実施
○　園内３ヶ所（西駐車場、北駐車場、エントランス）の掲示板を用いた来園者への情報提供

（２）施設の利用状況

年間公園利用者数　 942,040人　（前年度：　834,994人　対比：112.8％）

〔内訳〕巡回による把握人数： 75,670人　（前年度： 　79,592人　対比： 95.1％）
　　　　オアシス館利用者数：837,915人　（前年度：  741,703人　対比：113.0％）
　　　　バーベキューランド：　3,052人　（前年度：　  2,228人　対比：137.0％）
　　　　イベント等の利用者： 25,403人　（前年度：　 11,471人　対比：221.5％）

〔参考：遠足等の団体利用の状況〕
　学校利用（遠足等）　13件　計1,269人

指定管理者の名称：　サンシャインパークＧＭ

（１）管理業務の実施状況

①県営都市公園事業の実施に関する業務

②施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務

③県施策への配慮に関する業務

〔１〕維持管理業務
　○　芝刈りや除草、枯損木や突出枝木の伐採・剪定、生垣や寄植えの剪定、園内清掃を適切に実施し、園内
　　環境の保全に努めた。
　○　地元ボランティア団体（愛護会）と協力して定期的に花壇整備を実施することで、地域とのつながりを
　　深めるとともに、園内の景観美化につなげた。
〔２〕運営業務
　○　ＨＰやブログ、亀山市広報、観光情報誌等により、イベントや公園情報の発信に努めた。
　○　公園の特性（池の存在や、高速道路に隣接すること等）をいかしたイベント等を開催した。
（主な開催イベント）
　ＧＷ感謝祭（こどもスケッチコンクール等）、親子カヌー教室、秋のフェスティバル（働く車展示試乗会、
　缶バッチづくり、花苗配布等）、クリスマスリースづくり体験、イルミネーション、新春祭　など

④情報公開・個人情報保護に関する業務

○　各種規程に基づき適切に実施した。なお、令和5年度に文書の開示請求はなかった。
○　個人情報保護責任体制を明確にし、個人情報を含む資料等は、鍵付きロッカーで保管した。

○　障がい者団体の利用に際し、バス駐車場スペースを優先確保した。〔人権尊重社会の実現〕
○　スタッフに女性や高齢者を採用するとともに、性別・年齢が多様な地元ボランティア団体（愛護会）の
　協力で園内美化・花壇緑化を定期的に実施した。〔男女共同参画社会の実現〕

＜指定管理者の評価・報告書（令和５年度分）＞

⑤その他の業務

○　給水設備等は専門業者に委託して、適切に点検を実施した。
○　指定管理者による修繕等の主な実施状況は次のとおりである。
　　西トイレ漏電修繕、水の遊び場漏水修繕、受水槽電磁弁修繕、エントランス門扉修繕、北トイレ電灯
　　タイマー交換、四阿屋根修繕、丸太階段取替修繕



２　利用料金の収入の実績

３　管理業務に関する経費の収支状況 （単位：円）

Ｒ４ Ｒ５

17,398,116 18,307,072

5,108,863 5,406,648

0 0

22,506,979 23,713,720

※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入しています。

※参考

４　成果目標とその実績

合計　　　　　　　(a) 22,730,920 合計　　　　　　　(b)

今後の取組方針

成果目標に対する実績

25,445,683

収支差額    (a)-(b)

成果目標

利用者満足度　９５．６％

〔その他の目標値〕
　年間公園利用者数：　９４２，０４０人
　利用者満足度（イベント時）：　９３．８％
　施設ごとの利用者満足度（芝生広場）：　９２．４％
　　　　　　〃　　　　　（樹木管理）：　９３．６％
　　　　　　〃　　　　　（遊　　具）：　８８．５％

　利用者満足度は目標を達成できた。引き続き、利用者満足度の維持・向上に努める。
　一方で、施設の老朽化が進んでいる。巡視の徹底に加えて、必要に応じて県と協議して
修繕を行う。また、芝生等植栽管理にも気を配り、公園景観の維持と利用者への安全確保
に努める。
　運営面では、高速道路施設と都市公園施設が一体となった立地をいかして、イベントの
企画を行うとともに、地域の繋がりを大切にした管理運営に努め、旅行者と地域利用者の
双方から愛される公園を目指していく。

1,731,963223,941

なし

利用者満足度　８２％
（なお、７７％以上を「Ｂ評価（標準）」として目標達成とする）

〔その他の目標値〕
　年間公園利用者数：　７９５，０００人
　利用者満足度（イベント時）：　９０％
　施設ごとの利用者満足度（芝生広場、樹木管理、遊具）：　８２％

利用料金収入

22,600,000

Ｒ４ Ｒ５

支出の部

24,857,000

その他の支出その他の収入

管理費12,371

576,312129,600

1,320

事業費指定管理料

収入の部

利用料金減免額

12,371円

〔内訳〕有料施設の利用に伴う収入
　　　　　有料施設がないため該当なし
　　　　行為許可に伴う収入
　　　　　　 12,371円　（ロケーション：2件　2,640円、催しの開催：1件　9,731円）



５　管理業務に関する自己評価

Ｒ４ Ｒ５

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ａ

●上記の評価に至った根拠・理由
・成果目標に対する達成度
　利用者満足度は９５．６％となり、成果目標である８２％を達成した。

・残されている課題
　平成１５年の開園から２０年近くが経過し、園内施設の老朽化の進んでいる。これにより、
修繕など施設の維持管理に要する経費が増加してきている。県と役割分担しつつ、公園環境の
維持のために巡視の徹底等を継続する必要がある。
　また、駐車場など施設自体のキャパシティ不足が顕在化してきている。県と連携しながら一
般駐車場の増設やバス専用駐車場の新設など、将来に向けた公園の利用促進に向けて、ハード
整備も含めて公園自体のポテンシャルを上げることも検討していく必要があると考える。

・その他
　アンケート調査（イベント時含む）において、全体的に高い満足度を確認でき、利用者属性
別でも高速道路利用者・地域住民双方に喜んでいただいた。
　通年のウォーキングイベント「みんなで地球一周」の企画・開催により、園内散策者の増加
や個々の健康増進に寄与することができた。これは、園内を周回する園路がちょうど１周約１
キロであることに着目し、周回数を記録する用紙の提出を受けて、地球１周（４万キロ）の達
成を目指すというもので、のべ１万人以上が参加する企画となった。
　引き続き、ハイウェイオアシスとして高速道路施設と公園施設を一体で管理運営し、相互に
利用促進をはかることで、旅行者にとっても、地域住民にとっても、公園の価値が高まる取組
を進めていきたい。

総括的な評価

　※評価の項目「１」の評価　　　　：

　※評価の項目「２」「３」の評価　：

「Ａ」　→　業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」　→　業務計画を順調に実施している。
「Ｃ」　→　業務計画を十分には実施できていない。
「Ｄ」　→　業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。

「Ａ」　→　当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。
「Ｂ」　→　当初の目標を達成している。
「Ｃ」　→　当初の目標を十分には達成できていない。
「Ｄ」　→　当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。

※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。

　コロナ５類移行を踏まえてコロナ禍前と同程度にイベントを実施した。また利用
者意見の反映に向けて、個人情報に留意しつつ利用者アンケートを行った。
　前年度から引き続き、園内巡回やトイレ清掃を毎日行い、「清潔・綺麗・安全な
公園」を目指した維持管理を行った。
　緑化促進については、花苗の無料配布を春と秋の２回行い、また、ボランティア
団体と協働でエントランス広場の花壇緑化を実施した。

　コロナ禍から平常時への移行に伴い、人の往来が増加したことを受けて、高速道
路施設の利用が増加し、それに伴って公園利用も増えた。
　なお、新聞や雑誌、テレビ等、各種マスコミを通して、イベントや公園施設の案
内を掲載することで、公園のＰＲに努めた。特に自主事業として実施したウォーキ
ングイベント「みんなで地球一周」は県内外の新聞等でも大きく取り上げられ、公
園の認知度向上につなげることができた。

評価
評価の項目 コメント

　公園利用者の満足度は、成果目標を達成した。
３　成果目標及び
　　その実績

２　施設の利用状
　　況

１　管理業務の実
　　施状況


